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⾃転⾞競技は⾼速での落⾞によってスポーツ関連脳振盪（以下，SRC; Sports Related Concussion）が起こりやすい
その⼀⽅で，他競技に⽐べ疫学的調査が少ない調査が少ない（OʼReilly M, et al. 2020）
SRCの発⽣と重症化の予防には教育的⼿法が有効であることが⽰されており（Indharty RS, et al. 2023），その前提
として選⼿のSRCに対する知識や理解，⾏動様式を調査する必要性がある
【⽬的】
1. ⾃転⾞競技選⼿におけるSRCに対する知識や理解，そしてSRCに対する⾏動様式や考え⽅を調査する
2. SRCの知識や⾏動様式に関して，性差に着⽬した⽐較検討を⾏う
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P = 0.167 P = 0.011

【対象】全国の⾃転⾞競技選⼿（トラックレース，ロードレース，
BMX，マウンテンバイク，シクロクロス，パラサイクリング）365名
（⼥⼦選⼿41名）
【調査内容】インターネットを⽤いたアンケート調査（Google 
Forms）
①SRCに関する理解と知識を問う項⽬33問（スコアバンド 0 - 33点）
②SRCに対する考え⽅と⾏動様式を問う項⽬15問，5段階リッカートス
ケ
ールにて判定し，適切な回答として4または5点の点数が得られた場合に
1点を加点（スコアバンド0 – 15点）
【統計解析】独⽴2群ｔ検定を実施．統計学的有意差 P < 0.05

本研究より，
・男⼥の⾃転⾞競技選⼿でSRCに対する知識と理解には明らかな差は確認されない
・⼥⼦⾃転⾞競技選⼿の⽅がSRCに対する考え⽅と⾏動様式のスコアが低い．男⼦選⼿の⽅が安全な⾏動様式を取る可能性が⾼い．

①SRCに関する理解と知識を問う項⽬ ②SRCに対する考え⽅と⾏動様式
を問う項⽬

他の競技（サッカー，バスケットボール），⼥⼦選⼿の⽅がスポーツ関連脳振盪（以下，SRC; Sports Related Concussion）
が発⽣率が⾼く，重症化しやすい（Cheng J, et al. 2019）

→⼥⼦選⼿に対する教育的介⼊の必要性が⼤きいと考えられる

SRCの予防には教育が有効（Indharty RS, et al. 2023）
Ø 医療機関受診率が⾼く，有症状のまま競技に復帰しない（Register-Mihalik JK, 

et al. 2013a）
Ø SRCを疑った際に指導者への報告率が増加（ Register-Mihalik JK, et al. 

2013b）
標準的な教育ツールが無いことから，⾃転⾞競技の競技特異性も考慮した教育コン
テンツの内容も含めて検討していく必要性を考える


